
愛媛県における空飛ぶクルマに
関するこれまでの取組みについて

202５年１０月



空飛ぶクルマ＝電動垂直離着陸機（eVTOL）

電動
・部品数削減による機体価格・整備費用の低減

・（ヘリコプターと比較した際の）静音性

垂直離着陸
・離着陸場所の自由度向上（ビル屋上や被災地など）
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自動※将来的に

・安全性と省人化の両立

そもそも「空飛ぶクルマ」とは？

➤社会課題解決や地域活性化の手段になり得る



○法指定の離島振興地域
7市町9地域、有人離島31島

☞長崎、沖縄に次いで
全国３位

人口：11,671人（県の0.9％）
面積：90.40㎢（県の1.6％）

【地域の抱える課題】
・過疎化、高齢化が著しく進行
・地理的条件が不利
・人や物の移動手段の維持
・災害時の避難・孤立防止対策

※人口は令和２年国勢調査、
面積は令和６年４月国土交通省資料から。

離島の状況

愛媛県の過疎・離島の状況

○法指定の過疎地域を含む市町
20市町中17市町

人口：310,841人（県の23.3％）
面積：3,737.46㎢（県の65.8％）

【地域の抱える課題】
・人口、特に若年者層の流出
・高齢化が著しく進行
・地理的条件が不利
・社会基盤整備の遅れ
・空き家、遊休施設等の増加

※人口、面積は令和２年国勢調査から。

過疎地域の状況
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愛媛県と近隣県との位置関係
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愛媛県のこれまでの取組み状況

 令和４年度

・「空飛ぶクルマ」関連企業等訪問（５月：東京都）

・シンポジウムの開催（７月）

・勉強会の開催（12月、３月）

・実機「ＨＥＸＡ」有人実証飛行（３月）

・先進県視察（８月：三重県）

・全国自治体ネットワーキングへの参加（９月：東京都、１月：三重県）
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シンポジウムの開催
（令和４年７月）

 愛媛県が「空飛ぶクルマ」の社会実装に
向けた取組みを開始することを発表

 四国経済産業局

  慶應義塾大学大学院SDM研究科

  デロイトトーマツコンサルティング

  日本航空

  SkyDrive

セイノーHD を講師にお招きした講演

 愛媛県版ロードマップを公表

 推進ネットワークを立ち上げ、幅広く参
加を呼びかけ
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愛媛県のこれまでの取組み状況

 令和５年度

・運航ルート等調査事業の実施（６月～６年２月）

・ワークショップの開催（６月）

・全国自治体ネットワーキングへの参加（９月：長崎県、２月：山梨県）

・AAM 広域実装 行政ネットワーク（瀬戸内エリア）第１回への参加（11月）

・勉強会の開催（10月、２月）

 令和６年度

・【今治市共同】離発着場候補地環境等調査事業（９月～７年２月）

・香川県の空飛ぶクルマ実証飛行の視察（９月）

・空飛ぶクルマ自治体ネットワーキングへの参加（北海道：９月）

・勉強会の開催（２月）
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愛媛県のこれまでの取組み状況

 令和７年度

・【大洲市共同】実証飛行を含む機運醸成事業の実施（７月～７年２月）

・新モビリティサービス（空飛ぶクルマ含む）を対象とした補助金の創設

・全国自治体ネットワーキングへの参加（９月：愛知県）

・県内市町向け勉強会の開催（10月）

・勉強会の開催（２～３月予定）
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2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

2025
（R7）

2026
(R8)

2027
(R9)

2028
(R10)

2029
(R11)

2030
（R12）～

海外の動き

日本の動き

愛媛県の
取組み

②空飛ぶクルマによる人の輸送の開始

大阪・関西万博で
商業サービス開始

空の移動革命の
取組開始

海外企業が機体認証取得

欧米大都市で旅客輸送サービス開始

各国で実装が進展

○シンポジウムの開催

○推進ネットワークの構築、運営

○住民の理解促進

○市町の理解促進・参画促進

○事業者の理解促進・参画促進

①物流ドローンの実証実験（誘致）

②空飛ぶクルマの実証実験

①物流ドローンによる輸送の開始
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愛媛県の「空飛ぶクルマ」の取組み計画

都市・地方における商用運航・サービスエリア拡大

法制度整備、離着陸場整備、技術開発、社会受容性向上等

新しいビジネスの創出

物の移動

人の移動

＜2020年代後半＞
空飛ぶクルマの商用運航を目指す！

課題の把握・整理、ビジネスモデルの調査

地域・事業者のニーズ把握、実証実験の誘致

機運醸成、理解促進、関係者の連携強化

事業所マッチング、実証実験のサポート

各種インフラの整備、人材の育成・・・

試験飛行・実証実験等

運航ルート等調査事業

★
離発着場候補地
環境等調査事業



交通事業者

観光団体 金融機関

産業支援機関

商工団体

大学・高専

空飛ぶクルマを広く普及させるには、地域社会の理解を得ることはもとより、
運航事業をはじめとする様々な事業の提供が必要であることから、
幅広い関係者の参画を得て、社会実装を推進するネットワークの構築を図ります。

民間企業

愛媛県における空の移動革命実現に
向けた推進ネットワーク

県内の推進ネットワークの構築

市町

愛媛県
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運航ルート等調査事業の実施
（令和５年６月～令和６年２月）

 愛媛県における運航ルート案を調査

 ①県内外を結ぶルート

 ②県内を結ぶルート

 ③離島・半島・中山間地域など交通不便地帯での活用ルート

の３種類を調査し、県内全域を結ぶ空の交通ネットワーク
をイメージしてもらう

 株式会社長大様に委託

 第５回勉強会において調査結果を発表
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運航ルート等調査事業の実施
（令和５年６月～令和６年２月）
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離発着場候補地等環境調査事業の実施
（令和６年９月～令和７年２月）

 今治市と共同で実施。令和５年度の調査結果から、有力な候補地
の一つと考えられる今治市の島しょ部における離発着場の整備等
に関して、社会実装に必要な事項を調査。

 （１）離発着場の整備等に必要な事項の調査

 （２）具体的な飛行経路の設定等に必要な事項の調査

 （３）運航事業者等へのヒアリング

 （４）事業化に向けた課題等の整理

 第６回勉強会において調査結果を発表
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離発着場候補地等環境調査事業の実施
（令和６年９月～令和７年２月）
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まとめ

 万博を契機として全国各地で空飛ぶクルマの社会実装に向け
た検討が加速していくことを踏まえ、最新の国の動向や事業
者の取組み、県や市町の活動状況等を、推進ネットワークの
勉強会の開催を通じて周知・啓発することで、空飛ぶクルマ
への理解促進と参入意欲の醸成を図る

 県内外の自治体、関係機関との連携強化

⇒現に取組みを行っている地域のみならず、県内の
他地域も含めて「空飛ぶクルマ」の取組みを広げる

⇒近隣県や関係機関との連携を強化し、広範囲での
社会実装の促進を図る
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